
・　SD295 ・　D10  　・　D13  　・　D16  　・　D19 4. 普通コンクリートの調合 4. 工事監理者に検査事項を連絡し確認を受ける検査
◎　載荷試験 材料

・　SDR295 ・　D22　  ・　D25  　・　D29    ・　D32 a. 試験練り　　　・　行わない　　・　行う ・ 現寸検査 自動加工装置を用いる場合、工作図が完備しており、溶接
・　平板載荷試験 鉄筋(異形鉄筋 JIS G3112)　　主筋 SD345　　帯筋 SD295A

・　D35　  ・　D38  　・　D41    ・　D51 や高力ボルト締め等の施工性について工作図の段階で十分b. 調合強度　　　下式を満足する値とする。
・　孔内水平方向載荷試験 鉄骨　　　　　　　　　　　　SS400 相当品

①Ｆ≧Ｆｍ+1.73σ に検討した場合は、床書き現寸図を省略できる。2 ・　SD345  ・　SDR345 ・　D10  　・　D13  　・　D16  　・　D19・　杭の鉛直載荷試験 コンクリート　設計基準強度Fc(N/mm　)　　・　21　　・　24 Ｆｍ＝Ｆｑ+28Ｓ91

②Ｆ≧0.85Ｆｍ+3σ・　D22　  ・　D25  　・　D29    ・　D32 ・ 材料検査　・ 溶接技量確認試験・　Ａ種(無水掘削)　　・　Ｂ種(水中掘削)・　杭の水平載荷試験

・　D35　  ・　D38  　・　D41    ・　D51 (JIS Z3801のA-2F,N-2F又はJIS Z3841のSA-2F,SN-2F程度)  Ｆ：調合強度(材齢28日における圧縮強度,N/mm２)鉄筋の被り厚さ　　　100mm
・　地下水位測定 ・　間隙水位測定 ・　透水試験 Ｆｍ：調合管理強度(N/mm２)・　SD390 ・　D10  　・　D13  　・　D16  　・　D19 ・ 組立､開先検査 ・ 溶接部及び接合部の検査 ・ 製品検査 ・ 建て方検査側壁測定　　　　　・　有　　・　無
・　物理的性質試験 ・　力学的性質試験 ・　化学的性質試験 Ｆｑ：品質基準強度(設計基準強度Fcと耐久設計基準強度Fdの・　D22　  ・　D25  　・　D29    ・　D32

5. 溶接部の検査c. 試験杭                                               大きい方,N/mm２)・　D35　  ・　D38  　・　D41    ・　D51
a. 溶接接合部 σ ：コンクリート強度の標準偏差(2.5かつ0.1Ｆｍ以上,N/mm２) 3．ボーリング調査位置及び土質柱状図　　　別図参照(　　　　) ・　有　(　・　最初の１本　　・　図示による　)

・ スパイラル筋(SD295A) ・　D10　　・　D13　　・　D16
・　無　 28Ｓ91：構造体強度補正値(N/mm2) 工事監理者

■　地業工事 ・ 溶接閉鎖筋(SD295A) ・　D10　　・　D13　　・　D16 検　査　方　法 自主検査 第三者検査 備　考
るコンクリート強度の補正値0～6N/mm２ 検査

d. 支持地盤の確認　　杭先端の土質試料を採取して目視にて確認する。
1．直接基礎 ・ ビード外観(目視)検査 100％ 100％b. 細径異形ＰＣ鋼棒　JIS G3137

コンクリートの打込みから28日までのe. 杭の載荷試験 ・ 浸透探傷試験(PT) 表面欠陥部材　質 公称径 図面上の記号底版底深さ　 　 ＧＬ           （ＧＬは、設計ＧＬを示す） セメントの種類
期間の予想平均気温θの範囲(℃)試験の種別　　　　・　鉛直載荷試験　　・　水平載荷試験 JIS Z2343 100％

長期設計地耐力　Lqa＝    kN/㎡ ・ 6.2　・ 7.1　・ 9.0
早強ポルトランドセメント          5≦θ           0≦θ＜5・SBPD1275/1420加工品 HD試験本数　　　　　・　 　　本 AOQL4.0％

短期設計地耐力　sqa＝    kN/㎡ ・ 10.7　・ 12.6 ・ 超音波探傷試験(UT) 100％
普通ポルトランドセメント          8≦θ           0≦θ＜8杭の種類　　　　　・　本杭に同じ　　　・　 第6水準

2載荷試験　　　　・　有　（最大載荷荷重　　kN/ｍ　）　　・　無 ・ 6.2　・ 7.1　・ 9.0 中庸熱ポルトランドセメント       11≦θ           0≦θ＜11杭の寸法　　　　　・　本杭に同じ　　　・　径　　　長さ　 ・ 磁粉探傷試験(MT)・SBPD1275/1420スパイラル品 HD(SHoop)
表面欠陥部・ 10.7　・ 12.6※但し、反力装置の能力の範囲で地盤の極限状態まで 低熱ポルトランドセメント         14≦θ           0≦θ＜14設置後の放置期間　・　　　　日 JIS G0565

確認すること。 フライアッシュセメントＢ種        9≦θ           0≦θ＜9最大載荷荷重　　　・　　　　ｔ ・ 放射線透過試験(RT)c. 溶接金網　(JIS G3551)，異形鉄筋格子 表面欠陥部不撹乱試料による一軸圧縮試験(３体)　　・　有　　・　無 高炉セメントＢ種                 13≦θ           0≦θ＜13 JIS Z3104f. 報告書　　・　Ａ４版３部提出
・　形状寸法　・　6φ-100*100　・　CD6-150*150

28Ｓ91の値                  3                 6

注:暑中期間(25℃以上)における28Ｓ91は、6 N/mm2とする。
(注)第三者検査とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が受入検査を

5. 無筋コンクリート2. 加工及び組立
代行させるために自ら契約した検査会社による検査をいう。2．杭基礎 3. 砂利地業

粗骨材の最大寸法　（　・　25mm　　・　40mm　）a. 鉄筋の継手　　　・　重ね継手　D10～D16
b. スタッド溶接部ａ．既成杭地業 材料　　・　クラッシャーラン　C-30　　　・　再生クラッシャーラン ・　～D25 基礎,耐圧版,土圧壁等 強度及びスランプ　（強度　　　・　15N/mm２　・　18N/mm２）
・　外観検査　　・　仕上り高さ及び傾きの試験　　・　打撃試験工法 ・　打込み工法 ・　切込み砂利　　　　　　　　　・　切込み砕石 ・　～D32 場所打ちコンクリート杭 （スランプ　・　15cm　　　・　18cm　）

・　プレボーリング最終打撃工法 ・　ガス圧接　D19以上(SD345,SD390)工法　　地業厚さ　　　　　　　・　図示による 6. 試験 6. 錆止め塗装
・　プレボーリング埋込み工法 ・　機械的継手,圧着継手,溶接継手　D16～D51防湿層下目つぶし砂　　・　有　　　・　無 a. 塗料と塗布a. 材料試験　　 　　　・ 行う(建築工事共通仕様書参照)　・ 行わない
・　セメントミルク工法(埋込み) (国土交通省住指発第273号による判定,認定品)

地業の標準 b. ﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄの試験　・ 行う(建築工事共通仕様書参照)　・ 行わない 塗装面 条件 錆止め塗料 塗布回数
・　中掘最終打撃工法

地盤･地業 b. 杭頭補強の方法　・　Ａ形(杭頭部100mm呑込み)　地盤 地業 備　　考均しコン c. ｺﾝｸﾘｰﾄの強度試験　 ・ 行う(建築工事共通仕様書参照)　・ 行わない ・ Ａ種   ・ JIS K5622　・ JIS K5625 工場２回・　認定工法(Hi-FB工法) クリート ・ JIS K5674屋外・　Ｂ形(杭頭部杭径分呑込み)厚　さ 現場１回土　質 Ｎ　値 種　別・　セメントミルク併用回転埋込み工法 厚さ(㎜) ・ Ｂ種   ・ JIS K5621(㎜)構造部位 8. 耐震スリットc. 梁貫通孔の補強　・　Ｈ形　　・　Ｍ形　　・　ＭＨ形 鉄面
・ Ａ種   ・ JIS K5622　・ JIS K5625岩　盤杭種別 ・　既製品　国土交通省の技術評価を取得した製品Ｎ≧10 地はだ 100 50 ・ JIS K5674屋内 工場２回土　丹 地盤の状態によ 適用範囲,施工上の留意事項に注意杭の種類 ＲＣ杭 ＰＨＣ杭 ＰＲＣ杭 ・ Ｂ種   ・ JIS K5621

っては、砂利地 ■　鉄骨工事Ｎ＜10 砂利 100JIS A5310 ・認定品 ・ Ⅰ種 亜鉛メ砂れき 業を取り止めて 3. ガス圧接の検査50・ 1種 ・JIS A5337 ・ Ⅱ種 1. 材料よい ッキ面砂直接基礎 ・　外観試験　　　　 　　　　　　全数を対象とする。規格・材質 ・ 2種Ａ ・ A種 ・ B種 ・ Ⅲ種 Ｎ≧10 砂利 60
a. 構造用鋼材

・ 2種Ｂ ・ C種 ・ D種 ・ Ⅳ種 床版下 ・　引張試験 JIS Z3120　　　　　１ロット当り無作為に３本採取。 特殊選・ 2種Ｃ ・ E種 ・ F種 種　別 材　質　・　仕　様 備　考Ｎ＜2 砂利 150 ・　超音波探傷試験 JIS Z3062　　１ロット当り無作為に30ヶ所抜取。シルト 択
杭長(ｍ) 最終タッチアップは丁寧にまんべんなく行うこと。・ SS400 ・ SM490A ・ SN400(・A ・B ・C)粘　土 50 ・　熱間押抜法　 　　　　　　　　全数を対象とする。 形　鋼 JIS規格品

ローム Ｎ≧2 砂利 60 ・ SN490(・B ・C) 2. 表示記号7. 溶融亜鉛めっき工法断面寸法(mm)
■　コンクリート工事

杭基礎床版 a. めっき付着量棒　鋼 JIS規格品砂利 60 50長期許容支持力 ・ SNR400B ・SNR490B1. 設計基準強度下 板厚4.5mm以上　　　　　　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・Ｃ種
（kN/本） ・ SS400 ・ SM490A ・ SN400(・A ・B ・C)地盤の状態によ 設計基準 所要 板厚4.5mm未満,3.2mm以上　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種鋼　板 JIS規格品計画供用
継　　手 ・ 有　　　　　　　・ 無 スランプっては、砂利地 備考  強度  使用箇所 種類 ・ SN490(・B ・C)

期間の級基礎梁下 砂利 60 50 板厚3.2mm未満,1.6mm以上　　・　Ｃ種業を取り止めて (cm)Fc(N/mm２)継手工法 ・ アーク溶接　　　・　 床用鋼板
よい ・ SS400 ・ SM490A JIS規格品 b. 接合ボルト(縞鋼板)

継手形状 突合せ溶接 砂れき 溶融亜鉛メッキ高力ボルト地はだ ・ STKR400 ・ STKR490 ・ BCR295 ・TSC295地業の上にポリ砂　等土間コンク JIS規格品
・ ペンシル形 ・ 閉塞平坦形 ・ 閉塞平坦形 エチレンシート 角形鋼管 ・ BCP235　・ BCP325 8. 耐火被覆先端形状 埋戻しリート下・ 開放形 厚0.15を敷く砂利 60・ 開放形 ・ 開放形 ・ SHC400(・B・C) ・ SHC490(・B・C) JSSⅡ10規格品土　等

■　ＡＬＣ工事
・ STK400 ・ STK490 ・ STKN400W配筋の程度に支先端部補強 丸形鋼管 JIS規格品

障が無ければ均 1. 使用区分・ STKN400B　・ STKN490B
しコンクリート土間床版下 砂利 60 50 軽量形鋼 ・ SSC400 JIS規格品 単位荷重 耐火性能を取り止めても 使用区分 厚さ(mm) 備　考

(N/ｍ２) (時間)・ SDP1T ・ SDP1TG ・ SDP2よい デッキ
外壁パネルJIS規格品・ SDP2G(Z12) ・ SDP2G(Z27)　 プレート土間床版形式と玄関ポーチ杭の種類 鋼管杭 先端羽根付鋼管杭 間仕切壁・ SDP3 ・ SDP4 ・ SDP5 ・ SDP6砂利 60 する場合は上記 ・ 100 ・ 120 ・ 125 ・ 150下等 パネルJIS A5525 JIS G3444 JIS G3444 による (注)”雑用”とは、防水押え用や機械室等の配管埋設用等の無筋コンク キーストン

・ AKD08 ・ AKD10 ・ AKD12 JIS規格品・ SKK400 ・ STK400 ・ STK400 プレートピット底 屋根パネル ・ 100 ・ 120 ・ 125 ・ 150リートを指す。砂利 100 50規格・材質 ・ SKK490 ・ STK490 ・ STK490 床版下 床パネル ・ 100 ・ 120 ・ 125 ・ 150等　級 計画供用期間の級 耐久設計基準強度Fd(N/mm2)

砂利地業は躯体面から150mm以上の広さを確保すること。 ・ 折　　版 （ 形式＝　　      　　　，厚さ＝　  　     　　　　）短　期 約 30年 18
杭長(ｍ) 捨てコンクリート地業は躯体面から100mm以上の広さを確保すること。 標　準 約 65年 24

・ 露出固定柱脚金物 　 ・　ベースパック  
長　期 約100年 304. 防湿層 (注)構造材として機能させるＡＬＣ版のみを示す。断面寸法(mm) ・　ハイベースNEO,スーパーハイベース
超長期 約200年 18ポリエチレンフィルム　　厚さ　　・　0.15mm以上　　 　・　 2. 外壁パネルの工法・　エコベース

長期許容支持力
重ね幅　・　縦横共250mm以上　・　 2. コンクリートの種類 ・　ジャストベース ・　Ａ種 パネル縦使いスライド工法（kN/本）

・　レディーミクストコンクリート5. 地盤改良　 ・　ＮＣベース ・　Ｂ種 パネル縦使い挿入筋工法継　　手 ・ 有　　　　　　　・ 無
・ Ⅰ類：JIS Q 1001に基づきJIS A5308への適合を認証された工場製造a. ラップルコンクリート　設計基準強度　Fc＝    (N/mm2) ・　Ｃ種 パネル横使いカバープレート工法・　均しモルタル （ ・　無収縮モルタル：Ｆ3≧25N/mm２,Ｆ28≧45N/mm２）継手工法 ・ アーク溶接　　　・　
・ Ⅱ類：Ⅰ類以外のJIS A 5308に適合したコンクリート・ Ⅱ類：Ⅰ類以外のJIS A 5308に適合したコンクリート・　Ｈ＝            ｍ　　　・　但し、現場状況により深さを ・　Ｄ種 パネル横使いボルト止め工法・ JIS A5525 変更する場合がある。継手形状 ・　現場練りコンクリートb. 浅層混合処理工法 ・　Ｅ種 パネル縦使いロッキング工法・

固化材　　・　一般軟弱土用　　( 目標地耐力        kN/㎡ ) 3. 普通コンクリートの材料・ 開放形 3. 間仕切パネルの工法b. 接合材先端形状 ・　 単位水量≦185kg/ｍ３ 単位セメント量≧270kg/ｍ３水セメント比≦55％ ・　Ｂ種 パネル縦使い挿入筋工法種　別 材　　　質 備　考
・ 建築工事 塩化物イオン量≦0.3kg/ｍ３　AE剤，AE減水剤又は高性能AE減水剤を用 ・　Ｃ種 パネル横使いカバープレート工法JIS B1180先端部補強 添加材は、目標地耐力を満足する添加量とする。共通仕様書 ボルト(中3級) ・ 4T　 ・5T　・ 6T　・ 7Tいるコンクリートの所要空気量の目標値　4.5％ ・　Ｄ種 パネル横使いボルト止め工法JIS B1181(鋼杭地業)

c. 深層混合処理工法 アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事による ・　Ｅ種 パネル縦使いロッキング工法・ トルシア形高力ボルト　S10T JIS形の使用は
高力ボルト床付け面 設計基準強度 Fc=       kN/m２

・ ・　Ｆ種 パネル横使い（建築工事共通仕様書参照）・ JIS形高力ボルト　F10T ﾄﾙｼｱ形が不可の場所a. セメント　　　・　普通ポルトランドセメント JIS R5210
(固化材添加量       kg/m３　程度を想定) ・　Ｇ種 パネル縦使い（建築工事共通仕様書参照）溶融亜鉛メッキ ・ 1種・　高炉セメント JIS R5211
改良体径b. 場所打ちコンクリート杭地業 高力ボルト （ボルト F8T，ナット F10，座金 F35）・　シリカセメント JIS R5212 ■　設備工事
改良底想定地盤 ・ SS400　・ ABR400　・ ABR490工法 ・　ベノト ・　拡底杭 ・　フライアッシュセメント JIS R5213 1. 梁貫通孔アンカーボルト 転造ネジ

・ 六角ボルト相当　・　　・　リバースサーキュレーション ・　アースドリル d. 施工管理 b. 骨材　粗骨材 ・　砂利　JIS A5308-A　　・　砕石　JIS A5005-A 構造図に記載のない梁貫通孔は設けない。設ける場合には設計者の承認を
露出固定柱脚用・　ミニアース ・　ＢＨ 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針（日本建築センター） ・　高炉スラグ粗骨材　JIS A5011-B 得ること。・ SD345　・ SD390　・ SD490　・ HAB　
アンカーボルト・　深礎　(　・　手掘　　・　機械掘　) ・　 に準じた管理を行う事。 2. 設備機器の架台・基礎粗骨材の最大寸法( 砂利　　　　　　 ・　25mm　　・　40mm )

・ 転造ネジ(割枠式SS400)
設計者と打合せの上詳細な位置を決定する事。但し、設計と大きく異なるターンバックル JIS A5540( 砕石,高炉スラグ　・　20mm　　・　25mm )杭径

・ 転造ネジ(パイプ式STKM11A～14A)
■　鉄筋工事 場合は、構造的検討を必要とする。

細骨材 ・　川砂　JIS A5308-A　　・　砕砂　JIS A5005-A杭径(mm) 杭長(ｍ) 長期設計耐力(t/本) 備　　考 ・ ねじ付溶接スタッド，SS400相当 JIS B1197
3. 床スラブ内配管スタッドボルト1. 材料 ・　高炉スラグ細骨材　JIS A5011 ・ 頭付きスタッド，SS400相当 JIS B1198
床スラブ内に埋め込む配管は、盤まわりを除き、管相互のあきを30㎜以上a. 異形棒鋼（丸鋼）　JIS G3112，JIS G3117 

スタッド用c. 混和材料 ・　混和剤 JIS A6204   ・ ＡＥ剤　・ ＡＥ減水剤*　
とし、３本を越えて並列させない。・ SD295A相当　・ SD345相当

材　質 呼び名 異形鉄筋・ 高性能ＡＥ減水剤* 
4. 配管集中部

・　SR235　・　SRR235 ・　6φ  　・　9φ  　・　13φ 　・　16φ あと施工ｱﾝｶｰ ・ メカニカルアンカ-　・ 樹脂アンカ-*印：(　・ 標準形　・ 遅延形　・ 促進形　)
メーターボックス盤まわりの配管集中部は、ひび割れが生じないよう補強

・　19φ　 ・　22φ 　・　25φ タイロッド ・ KST-3 ・ KST-4 ・ SS400 ・ SS490　・　混和材
する。

■　設計図書の取り扱いについて・ 高炉スラグ JIS A6201,フライアッシュ JIS A6206・　SR295　・　SRR295 ・　6φ  　・　9φ  　・　13φ 　・　16φ
建築物に設ける建築設備は、下記項目を遵守すること。2. 鉄骨製作工場

・ 膨張材 JIS A6202・　19φ　 ・　22φ 　・　25φ
建築基準法施行令第129条の2の3第二号(平12建設省告示第1388号)

a. グレード　全構協 ・ Ｓグレード　・ Ｈグレード　・ Ｍグレード
　第1　建築設備(昇降機を除く。以下同じ。)、建築設備の支持構造部及び

・ Ｒグレード　・ Ｊグレード
　　　 緊結金物で腐食又は腐朽のおそれがあるものには、有効なさび止め

b. 施工管理技術者　 ・　必要　　・　不必要
　　　 又は防腐のための措置を講ずること。

3. 工事監理者の承認を必要とする書類 　第2　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの

　　 　(以下「屋上水槽等」という。)は、支持構造部又は建築物の構造・ 製作工場検討書　・ 施工計画書　・ 工作図　・ 社内検査表

　　 　耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な
・ 材料規格証明書又は原本相当規格品証明書(裏書き方式)

　　 　部分に、緊結すること。
(　・　鋼材　・　高力ボルト　・　頭付スタッド　)

　第3　煙突は、第1及び第2の規定によるほか、次に定める構造とすること。
施工計画書(工場製作施工計画書，工事現場施工計画書)は、いずれも

　 一　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック
実情にあった内容のものを提出する事。又、アンカーボルト取り付け

　 　　造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、
精度確保の為の具体的な方法を記述する事。

　 　　90cm以下とすること。

・ SS400 ・SM490

・  50 ・ 100 ・ 120 ・ 125

　 二　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さ

　 　　を5cm以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コン

　 　　クリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とす

　 　　ること。

　第4　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(建築物に設ける電気

　　 　給湯器その他の給湯設備(屋上水槽等のうち給湯設備に該当するもの

　　 　を除く。以下単に「給湯設備」という。)を除く。)は、第1の規定に

　　 　よるほか、次に定める構造とすること。

　 一　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全

　 　　上支障のない構造とすること

　 二　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に

　 　　配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずる

　 　　こと。

　 三　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある

　 　　場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止の

　 　　ための措置を講ずること。

　 四　管を支持し、又は固定する場合においては、つリ金物又は防振ゴム

　 　　を用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を

　 　　講ずること。

　第5　給湯設備は、第1の規定によるほか、風圧、土圧及び水圧並びに地震

　 　　その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　 　　(詳細は告示第1388号第5参照)

建築基準法施行令第129条の2の3第三号(平12建設省告示第1389号)

　 法第20条第一号から第三号までに掲げる建築物に設ける屋上から突出

　 する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、平12建設省告示

　 第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造

　 耐力上安全なものとすること。

建築物に設ける天井は、(社)公共建築協会「官庁施設の総合耐震計画基準

(抜粋)及び同解説」の設計手法を準用する。

■　図面表示

1. 表示方法

a. 伏図は、原則として見下げ図とする。

b. 軸組図は、原則として各主軸に平行に切断した面を下図の方向からの

姿図で表す。
Y

X X

Y

a. 伏図表示記号

コンクリート 腰　壁

土間コンクリート 垂れ壁

コンクリート （腰壁）
耐震スリット

ブロック
（全面壁）

コンクリート
開口部

打増し

下階の壁位置(伏図)

直交壁(軸組図)

b. 伏図,軸組図の表示記号

記　号 図面名 記号の示す意味

伏図 同一床レベルの範囲を示す

伏図 土間スラブの範囲を示す

伏図 コンクリートの打増しを示す

伏図 床スラブの主筋方向(強軸方向)を示す

( → ) 伏図 矢印の方向に下がる傾斜梁を示す

( ※ ) 伏図 梁天端レベルが床スラブ等の傾斜による事を示す

スラブ天端が水勾配を持ち、矢印の方向は水下方
伏図

向を示す

軸組図 鉄筋コンクリート壁の耐震スリットの位置を示す

軸組図 壁開口部補強筋の位置を示す

Uu 伏図,軸組図 梁上の打増し厚さを示す

伏図,軸組図Ud 梁下の打増し厚さを示す

Us 伏図,軸組図 梁横の打増し厚さを示す

伏図,軸組図EXP.J エキスパンション・ジョイントの位置を示す

c. 鉄筋コンクリート断面リスト，配筋詳細図の表示記号

記　号

異形鉄筋 D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

丸　鋼 9φ 13φ 16φ 19φ 22φ 25φ

d. 鉄骨詳細図の表示記号（Scale1/30，1/50用）

高力ボルト 普通ボルト

Ｍ16 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24

記　号

・鉄骨構造における圧縮材の有効細長比の記述は施工上不要で紛らわしい為、

　必要であれば、当建物の構造計算書の部材断面算定の章を参照して下さい。

・各下請け業者の方に本工事に関わる目的の為に本構造図を渡す場合、次の

　事に注意して下さい。

◎各業者さんに渡す図面は、直接関連のある図面の他、間接的に関連あると

　思われる図面及び仕様書類も含める様にして下さい。

◎原本サイズ、縮小サイズ等の図面種類に関わらず、一度紙に印刷されたも

　のを再度FAXしたり、コピーすると図面表現が正確に伝わらない場合がある

　ので、十分に注意して下さい。

　又、必要である場合は本構造図の電子文書をお渡しする事が出来ますので

　申し出てください。

(有)イーエス工房　Tel:053-455-3482

Email:es-koubou@mail.wbs.ne.jp(設計担当者宛)

構造設計仕様書

1．構造設計図に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。

2．当仕様書に記載無き事項は、建築工事特記仕様書・建築工事標準仕様書

(平成　　年版)による。

3．当仕様書における適用項目には ・ 印を記入する。

■　建物概要

1．建築場所

2．主要用途

3．建物規模

設計 規　模構造
棟　名 高　さ軒　高 建築面積 延床面積ルート種別 地下 地上 塔屋

階 階 階 m m ㎡ ㎡

階 階 階 m m ㎡ ㎡

階 階 階 m m ㎡ ㎡

階 階 階 m m ㎡ ㎡

階 階 階 m m ㎡ ㎡

(注)構造種別　　　Ｗ　：木造

　Ｓ　：鉄骨造

 ＲＣ ：鉄筋コンクリート造

ＳＲＣ：鉄骨鉄筋コンクリート造

ＷＲＣ：壁式鉄筋コンクリート造

 ＰＣ ：プレストレストコンクリート造

4．付属物

・ 装飾塔 ・ 高架水槽 ・ 受水槽 ・ 空調屋外機

・ 煙突 ・ キュービクル  ・エスカレーター ・ 発電機

・ ソーラー発電パネル ・ カート昇降機

5．増築計画（　・　有　　　・　無　）

■　構造設計条件

1．積載荷重（Ｎ／㎡） (注)代表的部分について示す。

部　位 床用 小梁用 梁･柱用 地震用

2．地震力

a. 地震地域係数Ｚ(Ｚs)

・Ｚs=1.2 

b. 地盤種別とＴc (sec)

・第１種地盤(Ｔc=0.4) ・第２種地盤(Ｔc=0.6) ・第３種地盤(Ｔc=0.8)

c. 用途係数Ｉ ・Ｉ=1.25 ・Ｉ=1.00

d. 設計用一次固有周期Ｔ(sec) Ｔｘ= Ｔｙ= (・ 略算　・ 精算)

e. 振動特性係数Ｒｔ Ｒtx= Ｒty=

f. 地下部分の水平震度ｋ ｋ=0.1×1.2×1.0

g. 建築物の各種付属部分の設計震度

方向 設　計　震　度 備　考

屋上水槽，広告塔，塔屋

屋上から突出する煙突
水平 1.0×Zs×Ｉ

パラペット，屋外装飾物

片持支持の帳壁

上記以外の帳壁 水平 0.5×Zs×Ｉ

片持梁，片持スラブ 垂直 1.0×Zs×Ｉ

3．風圧力

地表面粗度区分

国土交通大臣が定める風速　Ｖo＝   　　m/s

速度圧　　　　 　　　　　　ｑ＝　　 　N/㎡

4．積雪荷重

垂直最深積雪量　　　　ｃｍ

国土交通省告示第八十号による割増係数

単位重量　　　　　　　N/(㎡･cm)

■　地盤状況

1．地盤調査書

・　有　（　調査位置　　・　敷地内データ　　・　近隣データ）

・　無　（　調査予定　　・　有　　　　　　　・　無　　　　）

2．地盤調査内容

◎　ボーリング ◎　サンプリング

・　ロータリーボーリング ・　オープンドライサンプリング

・　オーガーボーリング ・　固定ピストン式シンウォールサンプラー

・　試掘 ・　デニソン型サンプラー,ピッチャサンプラｰ

・　コアボーリング ・　ダブルチューブコアバーレル

・　ブロックサンプリング

◎　サウンディング ◎　物理探査

・　標準貫入試験 ・　電気探査

・　オランダ式二重管コーン貫入試験 ・　常時微動測定

・　スクリューウェイト貫入試験 ・　弾性波速度検層

・　ポータブルコーン ・　電気検層

・　ベーン試験 ・　地下水検層

・　ミニラムサウンド貫入試験

・　動的貫入試験

令和５年度 

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

構造設計仕様書 S-01

31

静岡県浜松市篠原町23982-1 外 408筆

水泳場

構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次

溶融亜鉛メッキ処理

2023.01.18



材質は母材と同質とし、厚さは手溶接で6mm，

半自動溶接で9mm以上とする。

裏当て金の組立溶接は下図に示す要領で行う。

L≧40mm（t＜25mm）
LL

L

L

角部及び角部近傍での裏当て金の組立溶接を避ける。

Ａ Ａ

梁フランジの両端より5～10mm以内及び
ウェブフィレット部のＲ止まり、または
すみ肉溶接の止端部より5～10mm以内は
組立溶接を避ける。

裏当て金溶接を施す部位

5～10mm5～10mm

(スミ肉溶接　ｓ=4～6mm，
1パス長さ=40～60mm程度とする)

Ａ-Ａ断面図

図のような滑らかな複合円弧形状とし、

各半径は、ｒ1=35mm，r2=10mmとする。

但し、部材せいが150mm以下の場合は、

1mm以内

1.
5m
m以

内

内面と裏当て金の

溶接規準図において、ＡＡＧと記載の

ある部分は全て溶接施工監理者が確認

を励行し、部材に確認マークをつける事。

1)気温が-5°を下回る場合は溶接を行ってはならない。気温が-5°から

ば溶接することが出来る。

5°においては、接合部より100mmの範囲の母材部分を適切に加熱すれ

2)風の強い日は遮風して溶接を行う。雨天または特に湿度の高い場合は

たとえ屋内であっても水分が母材の表面及び裏面付近に残っていない

ことを確かめてから溶接を行う。

その他溶接の支障となるものは除去する。

1)溶接に支障となるスラグは除去する。

2)溶接中に割れなどの欠陥が発見された場合には、その部分を完全に

除去してからでなければ次の溶接を行ってはならない。

3)本溶接または本溶接開始前に組立溶接に割れが生じた場合は、その

部分を完全に除去してから本溶接を行う。

4)溶接が完了した部分のスラグは除去する。また、溶接部及びその周辺

はブラシなどの適切な工具でスパッターの除去などの清掃を行う。

25mm以上

裏当て金

隙間の許容差

b.裏あて金

d.裏はつり

e.現場溶接の開先面

f.気温，天候等

g.母材の清掃

h.溶接部の清掃

スカラップ形状

回し溶接とする。
スカラップ部分は

r2＝10mmr2r1

c.スカラップ（部材せいが150mmを超える部材）

(1)角形鋼管の裏当て金

(2)Ｈ形鋼の裏当て金

ノンスカラップ工法とする。
r1＝35mm

母材の開先面とその周辺に浮いたスケール，スラグ，錆，油，水分

通し裏当て金

エンドタブ：裏当て金に取り付ける

5～10mm5～10mm

溶接に支障のない防錆材を塗布し、開先部をいためない様に養生を行う

L≧50mm（t≧25mm）

・溶接形状

別紙溶接規準図に従う。

・溶接記号

補助記号、寸法等の溶接施工内容は、基線に対し基本記号と同じ側に

以下の通り記載する。

矢

基線

T
S R

A

G

L(n)-P
T

S L(n)-PR
A

G

基線尾
矢

尾

溶接する側が矢の側
又は手前側のとき

溶接する側が矢の反対側
又は向こう側のとき

5. 溶接形状と記号

S ：溶接部の断面寸法又は強さ（開先深さ，すみ肉の脚長等）

：基本記号を示す位置

R ：ルート間隔

A ：開先角度

L ：断続すみ肉溶接の溶接長さ

n ：断続すみ肉溶接の数

P ：断続すみ肉溶接のピッチ

T ：特別指示事項（溶接方法，その他）

- ：表面形状の補助記号（-：たいら，　：とつ　　：へこみ）

基線の外側に向けて記入

：現場溶接の補助記号

  ：全周溶接の補助記号

a.施工内容の記号指示例示

c.すみ肉溶接の断面寸法（脚長）

等脚すみ肉溶接の場合は1脚長だけを記載する。不等脚すみ肉溶接

の場合は、小さい方の脚長(S1)を先に、大きい方の脚長(S2)を後

にして、(S1*S2)と記載する。

b.グルーブ溶接の断面寸法

S ：開先深さSで完全溶込みグルーブ溶接

S ：開先深さSで部分溶込みグルーブ溶接

Sを指示しない場合は完全溶込みグルーブ溶接とする。

G ：仕上げ方法の補助記号(Cチッピング，G研磨，M切削，F指定せず)

Ｙ

ガス抜き孔φ20

A A

Ｙ

Ｘ Ｙ

ガセットプレート

スチフナープレート

a.角形鋼管柱仕口(通しダイアフラムの場合)

内ダイアフラム

通しダイアフラム

Ｘ Ｙ

2 2

tf td

e

tc

柱フランジ

ダイアフラム梁フランジ

A-A断面

e＝25mm　　　　　　　　(tc＜28mm)

(2)ダイアフラム出寸法

e＝30mm以上かつtd以上　(tc≧28mm)

・通しダイアフラム

ダイアフラム板厚td≧梁フランジ厚tf+5mm

・内ダイアフラム

ダイアフラム板厚td＞梁フランジ厚tf+2mm

取り合う柱，梁のうち、最も高強度のものと同等以上とする。

(1)ダイアフラムの材質

tc：角形鋼管管厚

b.Ｈ形鋼柱仕口

ダイアフラム

6. 標準的な溶接仕様

1. 高力ボルト接合

又、締付けは1次締付け後マーキングをいれて本締めをする。

一様に赤錆を生じさせる。

スプライスプレートにはショットブラスト掛けを行い、黒皮を除去して

c.ボルトの接合面の処理は、締付け摩擦面の母材には平グラインダー掛け，

b.本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない。

a.高力ボルトは全てS10T(F10T)とする。

ボルト所要長さ　　(　)内はS10T

座金厚さ

余長

ナット高さ

締付け長さ首
下
長
さ

締付け長さに加える長さ

30㎜(25)

35㎜(30)

40㎜(35)

45㎜(40)M24

M22

M20

M16

ねじの呼び

■　一般事項

内のり直径　３ｄ

80

4
d

Ｌ Ｌ

d

Ｈ
5
0

d

Ｈ
5
0

（ＴＹＰＥ・Ｃ）（ＴＹＰＥ・Ａ）

850750700600500

100100808070

Ｍ27Ｍ24Ｍ22Ｍ20Ｍ16

Ｌ

Ｈ

3. アンカーボルト

2．フィラープレートの厚みは1.6mm以上とする。

(注)1．フィラープレートは１mmを超えるはだすきに対して挿入する。

Ｔ
1

T
2
T
4

T
3

T
3

T
2

Ｔ
1

T
3

T2

Ｔ
1

≦23

≦20

≦17

≦13

≦10

≦ 7

≦ 5

≦ 3

≦ 2

＜ 1

22

19

16

12

9

6

4.5

2.3

1.6

無

フィラープレート厚(mm)T3又はT4継　手

2. フィラープレート

□
D

(支圧板)

定着板

ta
a

Ｌ

d

（ＴＹＰＥ・Ｂ）

Ｈ
5
0

3.ベースプレート支持工法は、あと詰め中心塗り工法とする。

確保する。

ベース縁辺より25ｍｍ以上かつベースプレート厚さ以上の余長を

あと詰めモルタルは、無収縮モルタル又は、無収縮グラウトとし、

ルタルとし、建方まで３日以上の養生期間をとる。

は容積比セメント１：砂２（ＪＡＳＳ６，１９９１）の堅練りモ

タルとコンクリートが一体となるようにする。中心塗りモルタル

モルタルに接するコンクリート面は、レイタンスを除去し、モル

2.アンカーボルトは据付から建方までの期間に、サビ、曲がり、ね

布、塩ビパイプなどにより養生する。

じ部の打こんなど有害な損傷が生じないよう、ビニールテープ、

（メッシュ型枠使用の場合は、別途協議する。）

位置決めし、コンクリートの打設により移動しないようにする。

1.アンカーボルトは、コンクリート型枠に支持枠等を用いて正確に

5044443838

1916161212

5545454040

540480440400320

□
D

t

a

Ｌ

Ｈ 100100808070

Ｍ27Ｍ24Ｍ22Ｍ20Ｍ16

≦2φ ≦2φ

≦2φ

3φ≧

●タイプ(0.3H＜φ＜0.4H)●タイプ(0.2H＜φ≦0.3H)

≦2φ

以上
・0.2H以下は補強なしとする。

・ウェブプレート厚が10mm以上の場合は両面補強とする。

・特記無き限り補強方法は上図によるが、孔径(φ)は0.4H以下とし、

そのピッチは3.0φ以上とする。

・スリーブの中心位置は梁端から1.2H以上離すことを原則とし、

梁継手位置等にも留意する。

・スリーブ上縁から梁天端まで及び下縁から梁下端までは100mm以上

を確保すること。

φ HH φ

4. 梁貫通孔

PL厚はWebPL厚以上
PL厚はWebPL
厚と同厚*２

10以上

・取付けピースは工場溶接する事。

a.コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、

b.現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、

コンクリートと一体とする設計仕様になっている部分は塗装しない。

塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、2回塗とする。

30以上

5. 母屋

6. 防錆塗装

7. 合成床版

一般部

2-M12中ボルト

継手部

110 230

3030 50 3030
50 5010

3030
GPL-4.5GPL-4.5

2×2-M12中ボルト

M12

5
0

7
0

L=50

@500 @500

L=50

デッキプレート フラッシングPL
M12，L=70

@500

50 5010 5050
4040

デッキプレート受けPL-9

注)焼抜き栓溶接は、溶接欠陥

て施工すること。

が生じない様、特に注意し

PW25φ及びフラッシングの

溶接は低水素被覆アーク溶

使用すること。

接棒(JIS D4316，D5016)を

3
0

溶接金網

50
フラッシング
PL-1.6(加工)

≧50

PW25φ-500@

50 デッキプレート受けPL-9
梁天端合わせ

45°

G

⑤

大梁

小梁

大梁

小梁

フランジ取り付けタイプ

大梁

小梁

大梁

小梁

ウェブ取り付けタイプ

小梁の受け梁側に取り付けること。

小梁端部に取り合う水平ブレースのガセットプレートは、

斜め切断
フランジの片側を

受け梁 10

取合う小梁
受け梁に斜めに

8. ピン接合端の加工

9. 水平ブレースの取り付き位置

35以上 35以上

エレクションピース

Ｄ≦250mmの場合 Ｄ＞250mmの場合

Ｄ Ｄ

Ａタイプ ＣタイプＢタイプ

Ａタイプ使用は
柱Ｄ＝250mm
以下とする。

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％行う

h

リブプレート

50
曲げ加工

３
１（注）勾配は　　　　以内の緩い勾配とする事。

ガセットプレート

1.小梁ガセットプレートの裏面には、

10. 柱継手

11. 梁ハンチの形状と補強リブ

12. 小梁ガセットプレート
10（イ） （ロ）10

スチフナープレート

3.（イ）及び（ロ）の選定は詳細図

による。

ガセットプレート

リブプレート

（イ） （ロ）

1
0
0

※

段差がある場合は（ロ）による。

※原則として詳細図によるが、特記が無い場合で100以上

13. 梁同士に段差がある場合の取り合い

C-100×50×20×2.3
10 10

2
0

梁巾/2

原則としてスチフナープレートを

付ける。

2.スチフナープレートはガセットプ

レートと同厚とする。

10 10
心持ちＲ＝10
を取る事

FB-65×650-300

14. 折版受（ラーメンジョイント）

（イ）パイプ割込み長さ

(1)

D

2D

（ロ）エンドプレート

5

パイプ又は角パイプ

PL-3.2

D

2D(2)

1.（イ）の(1)及び(2)の区分は詳細図による。

2.（ロ）の角パイプ及びパイプには全てエンドプレート取付けの事。

15. パイプ割込み長さ及びエンドプレート

C-100×50×20×3.2

1
0

1
0

1
0

1
0

トラス上弦材

又は下弦材

鉄筋ブレース又は

アングルブレース

小梁又はツナギ材

（イ） （ロ）

（ハ）

1
5
0

ブレースシート

50
Ｈ

ブレースシート

1.小屋面及び床面ブレースは原則として芯合せとするが、（イ）及び

（ロ）の様に小梁、ツナギ等のボルト締付が不可能の場合は、（ハ）

の様に150開けて手締シャーレンチにて締付ける。又、（ニ）の様に

50ｍｍ開ける事が出来る時は、極力芯合せする様にする事。

16. 小屋面、床面ブレース引付点について

（ニ）

2.（ニ）断面のウェブ接合ボルト位置Ｈは詳細図による。

（ニ）

鉄骨施工標準図
■　製作要領

a.鋼管部材の分岐継手部相貫切断は、鋼管自動切断による。

a.溶接工

半年以上溶接に従事している者とする。

b.溶接機器

・交流アーク溶接機　300A～500A

・アークエアーガウジング機（直流）

・サブマージアーク溶接機１式

・溶接電流を測定する電流計

・溶接棒乾燥機

c.溶接材料

(1)溶接材料はＪＩＳ規格品の中から使用する鋼種・継手形式・開先形状・　

溶接方法に適合したものを選定する。

(2)溶接材料は、湿気を吸収しないように保管し、被覆材の剥脱・汚損・　

吸湿の疑いのあるものは、その溶接材料に応じた乾燥条件で乾燥して

使用する。

溶接材料のＪＩＳ規格品

規　格

炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接フラックス

炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ワイヤ

耐候性鋼用炭酸ガスアーク溶接フラックス入りワイヤ

耐候性鋼用炭酸ガスアーク溶接ソリッドワイヤ

軟鋼及び高張力鋼用マグ溶接ソリッドワイヤ

耐候性鋼用被覆アーク溶接棒

高張力鋼用被覆アーク溶接棒

軟鋼用被覆アーク溶接棒

低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ

構造図及びこの標準図に記載されていない事項は、下記の仕様書類による。

国土交通大臣官房官庁営繕部監修 建築工事共通仕様書 平成　 年版

国土交通大臣官房官庁営繕部監修 建築構造設計基準及び同解説 平成　 年版

日本建築学会　建築工事標準仕様書　ＪＡＳＳ６　鉄骨工事　　　  年版

日本建築学会　鋼構造設計基準　     　年版

日本建築学会　鉄骨工事技術指針・工場製作編　　　  年版

日本建築学会　鉄骨工事技術指針・現場施工編　　　  年版

軟鋼、高張力鋼及び

b.高張力鋼のひずみ矯正は、冷間矯正とする。

変質・吸湿・はなはだしい錆の発生したものは使用してはならない。

・JIS Z 3211

・JIS Z 3212

・JIS Z 3214

・JIS Z 3312

・JIS Z 3313

・JIS Z 3315

・JIS Z 3320

・JIS Z 3351

・JIS Z 3352

溶接工は施工する溶接に適応するJIS Z 3801（手溶接）又は

JIS Z 3841（半自動溶接）の溶接技術検定試験に合格し、引き続き

名　　　　称

1. 適用範囲

 
2. 工作一般

3. 溶接接合

・炭酸ガスアーク半自動溶接機

ガスシ－ルドアーク溶接

セルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接

サブマージアーク溶接

アークエアガウジング

溶　接　方　法

ＭＣ ＭＰ

ＧＣ ＧＰ

ＳＣ ＳＰ

d.溶接方法の記号

ＡＡＧ

部分溶込み溶接完全溶込み溶接

e.溶接姿勢

下向（Ｆ） 立向（Ｖ） 横向（Ｈ） 上向（Ｏ）

原則として本工事に従事する者が行う。

f.組立溶接

・組立溶接位置は溶接の始・終端、隅角部など強度上・工作上、問題と

なり易い箇所は避ける。

良良不良 不良

・突合せ溶接部の組立溶接は必ず裏はつり側に施工する。

裏はつり側にする

開先面

(2)固形エンドタブ

材質　溶接熱によって溶接金属内に入り込み、継手性能を低下
させることが無いもの。

形状　Ｌ型（Ｆ型）

施工　鋼線，マグネット治具等によって母材と密着するように

しっかりと固定する。

固形エンドタブ 固形エンドタブ使用時の始端終端部溶接

固形エンドタブ

15mm～20mm折返し溶接を行う。

トーチ

(1)鋼製エンドタブ

材質　母材と同質

形状　母材と同厚，同開先形状とする。

長さ　ＭＣ：35mm以上　

ＮＧＣ，ＧＣ：40㎜以上

溶接終了後、母材より10mm程度

残して切断し、グラインダー仕

35mm以上
かつ2t以上

t

取り付ける部位　突合せ溶接，部分溶込み溶接の両端部。

a.エンドタブ

上げを施す。

4. 溶接施工

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

鉄骨施工標準図 S-02構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次

2023.01.18
令和５年度 



古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

溶接標準図
(1) 本溶接標準図は本工事に適用する溶接形状・仕様・施工精度の目標値を示す。

(2) 本標準図に記載なき事項は、建築工事標準仕様JASS6鉄骨工事,鉄骨精度測定指針(日本建築学会編)

    に準ずること。

１．製品精度の目標設定と表示ルール

E4319,E4303,E4316JIS Z 3211

JIS Z 3312

溶接材料の規格 溶接材料の種類鋼材の種類

２．鋼材の種類と溶接材料および溶接条件

YGW-11

YGW-18

JIS Z 3313

SN400 STKN400

SS400

SM400

STK400

T490Tx-yCA-U

T550Tx-yCA-U

SMA400

SSC400 SWH400

他400N級炭素鋼

JIS Z 3312

E4319,E4303,E4316JIS Z 3211

JIS Z 3313

YGW-18,YGW-19

YGW-11,YGW-15SN490 STKN490

SS490 STK490

SM490

SMA490

他490N級炭素鋼

T490Tx-yCA-U

T550Tx-yCA-U

YGW-18

YGW-11
JIS Z 3312

BCR295

BCP235

STKR400
JIS Z 3313

YGW-18JIS Z 3312

JIS Z 3313

BCP325 BCP325T

STKR490

T490Tx-yCA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yCA-U

T490Tx-yCA-U

YGW-11

YGW-18

T550Tx-yCA-U

ソリッドワイヤー

フラックスワイヤー

E4319

E4316

E4303

溶接棒

CO2溶接用　引張強さ490～670MPa

CO2溶接用　引張強さ550～740MPa

CO2溶接用　引張強さ490～670MPa

CO2溶接用　引張強さ550～740MPa

ライムチタニア系溶接棒 引張強さ430MPa以上

低水素系溶接棒 　　　　引張強さ430MPa以上

イルミナイト系溶接棒 　引張強さ430MPa以上

・溶融亜鉛メッキを施す部材にガスシールドアーク溶接を施す場合はフラックス入りワイヤーを

使用することが望ましい。

・溶接方法の承認

３.溶接工事に関する注意事項

被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接およびセルフシールドアーク溶接で、本溶接規準図に

に従って試験を行い、工事監理者の承認を受けること。

・サブマージアーク溶接およびエレクトロスラグ溶接で施工する場合は、当工事の仕様を加味した

その試験結果を工事監理者が支障ないと認めた場合は試験を省略してよい。

・溶接ロボットによる溶接を採用する場合は、施工する部位に応じた試験を行って工事監理者の承認を

受けること。なお、使用するロボットが(一社)日本ロボット工業会・(一社)日本溶接協会の建築鉄骨

溶接ロボット型式認証を取得していて、その認証範囲で使用するか、またはその溶接方法について

・上記以外の溶接方法を採用する場合は、試験を行って工事監理者の承認を受けること。なお、その

溶接方法についてすでに試験を行っており、その試験結果を工事監理者が支障ないと認めた場合は

試験を省略してよい。

・溶接管理技術者は、WES8103「溶接管理技術者認証基準」の有資格者,または(一社)鉄骨建設業協会,

(一社)全国鐵構工業協会の鉄骨製作管理技術者登録機構により認定された鉄骨製作管理技術者あるい

はその他の同種の資格を有している者であること。

・鉄骨工事には、原則として専任の溶接技術者を置くこと。

ロボット溶接オペレータ:JIS Z 3841の基本となる級(下向溶接)の有資格者

　　　半自動溶接技能者:JIS Z 3841 に従う有資格者

　被覆アーク溶接技能者:JIS Z 3801 に従う有資格者

　　自動溶接オペレータ:JIS Z 3801 または JIS Z 3841の基本となる級(下向溶接)の有資格者

　　スタッド溶接技能者:(一社)スタッド溶接協会のスタッド溶接技術の有資格者

・各溶接技術者に求める資格

(2) 製品の95%以上が満足するように製作・施工上の目安とする誤差の基準値を「管理許容差」とする。

(1) 鉄骨製品の製作精度の基準は、鉄骨精度測定基準(日本建築学会編)による。

(3) 個々の製品の合否判定に用いる限界の誤差の基準値を「限界許容差」とする。

(4) [  ] 内の数値は「管理許容差」を示し、[【 】]内の数値は「限界許容差」を示す。

(5)「限界許容差」は「管理許容差」と異なる場合のみ明示している。

(6)「管理許容差」のみ示した箇所の「限界許容差」は「管理許容差」に等しいので注意すること。

(7) [  ] 内に正又は負の値のみが示されている場合は、逆符号側の制限はないことを示す。

　示した溶接形状のいずれにも該当しない場合はJASS6付則8「完全溶込み溶接に用いる開先の承認試験」

　試験を行い、工事監理者の承認を受けること。なお、その溶接方法についてすでに試験を行っており、

　既に試験を行っており、その試験結果を工事監理者が支障ないと認めた場合は試験を省略してよい。

片面隅肉溶接　t≦16mm

６.隅肉溶接

T=min(t1,t2)

S=T

レ型開先(両面) T≧6mm

５.部分溶込み溶接の開先形状

α1=45°[-2.5【-5】]

 G = 0  [+3]

D1 = 2√(T)[+3]

α 1=45

G=0

T

D1≧2√(T)

R=T-D1

G=0

T

D1≧2√(T)

R=T-D1

α 1=45

Ｋ型開先 T≧25mm

 G = 0  [+3]

α1=45°[-2.5【-5】]

α2=45°[-2.5【-5】]

D1 = 2√(T)[+3]

D2 = 2√(T)[+3]

G=0

D1≧2√(T)

T

D2≧2√(T)

G=0

T

D1≧2√(T)

D2≧2√(T)

Ｉ型開先(裏当て金付き) T=3～6 Ｉ型開先(裏はつり/AAG) T=3～6 Ｘ型開先(裏はつり/AAG) T≧16mm

Ｖ型開先(裏当て金付き) T ≧6 Ｖ型開先(裏はつり/AAG) T ≧6

レ型開先(裏当て金付き) T≧6mm レ型開先(裏はつり/AAG) T≧6mm

MC:G = 9  [-2【-3】]

GC:G = 7  [-2【-3】]
 G = 0
       GC:[+2【+3】]

α 1=45°  [-2.5【-5】]

       MC:[+2.5【+4】]

       MC:[+2.5【+4】]
 G = 0
       GC:[+2【+3】]

α 1=60°  [-5【-10】]

 G = 9  [-2【-3】]

MC:G = T/2 [+2.5【+4】]

GC:G = T/3 [+2.0【+3】]

G = T [-2【-3】]

  α 1=35°[-2.5【-5】]

       MC:[+2.5【+4】]
 G = 0
       GC:[+2【+3】]

 R = 2    [-2,+2【+3】]

 R = 2    [-2,+2【+3】]

α 1=60°  [-5【-10】]

α 2=60°  [-5【-10】]

Ｋ型開先(裏はつり/AAG) T≧16mm

 G = 0
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G
G
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α1=35°[-5【-10】]  R = 2    [-2,+2【+3】]

   R = 2  [-2,+1【+2】]

MC:G = 9  [-2【-3】]

GC:G = 7  [-2【-3】]
 G = 0
       GC:[+2【+3】]

α 1=45°  [-2.5【-5】]

       MC:[+2.5【+4】]

  α 1=35°[-2.5【-5】]

 R = 2    [-2,+2【+3】]   R = 2  [-2,+1【+2】]

R＝T-(D1+D2)

R＝T-(D1+D2)

α 1=45°

α1=45°

α2=45°

α 2=45°

４.完全溶込み溶接の開先形状　ガスシールドアーク溶接(GC),被覆アーク手溶接(MC) 被覆アーク手溶接(MP)
セルフシールドアーク溶接(GP)
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７.フレアー溶接

フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。

9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上。

溶接棒角度θは30～40°とする。
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各部開先形状寸法
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溶接標準図 S-03構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次
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令和５年度 



古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓
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既存部材リスト

  SG1   H-588*300

  SG4 ［ -75*40*5*7

  SG5 ［ -100*50*5*7.5

  SP1 ［ -75*40*5*7

  SP2 ［ -125*65*6*8

構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次
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(改修前)
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古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 
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構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
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古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓
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古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号
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一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓
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古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 
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ロtype 天井段差部壁下地架構部分軸組図

ハtype 天井段差部壁下地架構部分軸組図

ニtype 天井段差部壁下地架構部分軸組図

メインプール　梁間方向天井支持架構軸組図
2023.01.18

令和５年度 



30

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

1/ 10(A1) 

1/ 20(A3)構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次
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［　]付きは既存部材符号を示す。
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新設する鉄骨部材は全て溶融亜鉛メッキ処理材とする。

改修に使用する高力ボルトは溶融亜鉛メッキボルト(F8T)、

同、中ボルトは溶融亜鉛メッキ処理ボルトとする。

S-09メインプール 各部詳細図(1) 梁間方向Y5端側
2023.01.18

令和５年度 



Y11通りマデ10,800

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次
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［　]付きは既存部材符号を示す。

新設する鉄骨部材は全て溶融亜鉛メッキ処理材とする。

改修に使用する高力ボルトは溶融亜鉛メッキボルト(F8T)、

同、中ボルトは溶融亜鉛メッキ処理ボルトとする。

Y11通りマデ10,800

S-10メインプール 各部詳細図(2)　中間部
2023.01.18

令和５年度 



古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次
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［　]付きは既存部材符号を示す。
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新設する鉄骨部材は全て溶融亜鉛メッキ処理材とする。

改修に使用する高力ボルトは溶融亜鉛メッキボルト(F8T)、

同、中ボルトは溶融亜鉛メッキ処理ボルトとする。
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古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

1/100(A1) 

1/200(A3)構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
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吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計
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古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号
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ダブルナット締め

座金
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特記なき軽量形鋼のボルト接合は緩み止めナット

としてよいが、角形鋼管の接合ボルトは、ダブル

ナット締めとし緩み止めナットは使用しないこと。

ルーズ加工GPL上の座金は取付完了後現場溶接で固定すること。

上弦B103b片端GPLのルーズ加工は精度よく取り付けが可能な場合は省略してもよい。

［　]付きは既存部材符号を示す。

溶接ビードが仕上げ材に干渉する場合はグラインダー平滑仕上げとする。

特記なき角パイプ(P103b,B103b,B103br,B102b)の接合ボルトは、ダブルナット締めとし緩み止めナットは使用しないこと。

新設する鉄骨部材は全て溶融亜鉛メッキ処理材とする。

改修に使用する高力ボルトは溶融亜鉛メッキボルト(F8T)、

同、中ボルトは溶融亜鉛メッキ処理ボルトとする。

サブプール X19通り周り天井支持架構詳細図

サブプール X19通り周り天井支持架構詳細図

S-17
2023.01.18

令和５年度 



GPL-6

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

1/ 10(A1) 

1/ 20(A3)構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次
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特記なき軽量形鋼のボルト接合は緩み止めナット

としてよいが、角形鋼管の接合ボルトは、ダブル

ナット締めとし緩み止めナットは使用しないこと。

特記なき角パイプ(P103b,B103b,B102b)の接合ボルトは、ダブルナット締めとし緩み止めナットは使用しないこと。

溶接ビードが仕上げ材に干渉する場合はグラインダー平滑仕上げとする。

［　]付きは既存部材符号を示す。

新設する鉄骨部材は全て溶融亜鉛メッキ処理材とする。

改修に使用する高力ボルトは溶融亜鉛メッキボルト(F8T)、同、中ボルトは溶融亜鉛メッキ処理ボルトとする。

サブプール Y1通り側改修壁支持架構詳細図 S-18

Y1(+5,130)通り 改修壁架構詳細図

2023.01.18
令和５年度 



GPL-6
2-M12(中ボルト

緩み止めナット締め)

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場(トビオ) 

吊り天井落下防止対策工事 

DATE 件名 図面名称 縮尺 図面番号

株式会社　公共設計

一級建築士事務所　静岡県知事登録（10）　第1993号 

一級建築士　　　　登録１１８１６５号　　関戸敏訓

1/ 10(A1) 

1/ 20(A3)構造設計1級建築士　登録５４２８号 

有限会社　イーエス工房
一級建築士事務所　 静岡県知事登録（7）　第4264号 

一級建築士　　 　　登録２０８９００号　 川口達次
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緩み止めナット

ダブルナット締め

座金

座金座金

特記なき軽量形鋼のボルト接合は緩み止めナット

としてよいが、角形鋼管の接合ボルトは、ダブル

ナット締めとし緩み止めナットは使用しないこと。

特記なき角パイプ(P103b,B103b,B102b)の接合ボルトは、ダブルナット締めとし緩み止めナットは使用しないこと。

溶接ビードが仕上げ材に干渉する場合はグラインダー平滑仕上げとする。

［　]付きは既存部材符号を示す。

新設する鉄骨部材は全て溶融亜鉛メッキ処理材とする。

改修に使用する高力ボルトは溶融亜鉛メッキボルト(F8T)、同、中ボルトは溶融亜鉛メッキ処理ボルトとする。
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